
～地域医療の現状と
逗子市に必要な地域医療とは～

2022年

7月24日（日）

逗子市役所５階会議室

時間 １０：００～１２:００（９:４５開場）

参加費 無料 対象者 市内在住者

定員 先着８０名、要事前申し込み

お申し込み・お問い合わせ

①住所②氏名③電話番号を、電話（046-873-1111）、

FAX（046-873-4520）、メール（kenkou@city.zushi.lg.jp）

または逗子市福祉部国保健康課健康係窓口へ

講演者・コーディネーター おうちの診療所目黒 伴 正海院長

横浜市立大学医学部卒業後、高知医療センターに勤務し、主に中山間地域における総合診療医

としてへき地医療に従事。同時に高知県庁において医療提供体制の構築に従事。その後厚生労

働省において地域医療構想や医療計画の策定などに従事。2020年4月におうちの診療所目黒を

開業し、現在は、横浜市や平塚市において在宅医療や医療介護連携体制の構築にも携わる。

講演者 神奈川県健康医療局保健医療部医療課 市川 良成課長

逗葉医師会 田嶋 博雄会長

講演 今、地域医療はどうなっているのか。

今の日本、神奈川県、逗子市、それぞれからみた地域医療の

現状などについて、専門家が分かりやすくお話します。

意見交換・質疑応答

逗子市の地域医療に対するみなさんからのご意見などをお聞かせくだ

さい。また、市民・介護関係者アンケートの結果をご紹介します。

これからの地域医療
を考える


